
─1─

『JNAテクニカルシステム ベーシック』
第３版の発行（2020 年 12月発行）にあたり下記の点を変更しました。

ページ 変更箇所 変更内容

P17 H  ネイルプレート 
1行目

旧 厚みは約0.3～0.8㎜。

新 厚みは0.3～0.8㎜、色は無色。

P21 Ⓑ  透明層［淡明層］ 
1～2行目

旧 足の裏だけにあり、細胞の境界が～

新 足の裏だけにあり、皮膚の強度を高めています。細胞の境界が～

P22

3   皮下組織 
3行目

旧 ～あたる部位で、保湿と～

新 ～あたる部位で、保温と～

皮膚の構造図 B 新
●皮脂腺
●エクリン汗腺
●アポクリン汗腺　　の説明を追加

P23 2   骨の働き 
5～6行目

旧 カルシウム、マグネシウム、ナトリウム、リン、ミネラル等を～

新 カルシウム、マグネシウム、ナトリウム、リン等のミネラルを～

P25 足指の骨格図
旧 頸骨

新 脛骨

P26 関節
旧 ● 球状関節

新 ● 球関節

P27

紡錘状筋図 新
図の下の「 腱 」部分の色を白に変更

（右図参照）

手の腱鞘図

旧 手の平（手掌）

新 右手の平（手掌）

旧 手の甲（手背）

新 右手の甲（手背）

P29 手の神経と循環
旧 手の神経と循環

新 「 手の平側の動脈図 」と「 手の神経図 」に分割　（下図参照）

手の神経図手の平側の動脈図 毛細血管

指動脈

橈骨動脈

※点線部分は手の平側
から見ると骨で隠れ
ている部分です。

左手

尺骨動脈

手の甲側 手の平側

正中神経

正中神経

橈骨神経
尺骨神経

正中神経
手の神経の支配領域

しゃっこつ

尺骨神経
とう  こつ

橈骨神経

橈骨神経

指神経

尺骨神経

左手

筋頭

腱
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ページ 変更箇所 変更内容

P31～32
感染性の皮膚の疾患

2   感染性の爪の疾患

旧
感染性の皮膚の疾患
2  感染性の爪の疾患

新
感染性の皮膚の疾患と 2  感染性の爪の疾患を

「 2  感染症の皮膚と爪の疾患　※ネイルサービスをお断りする主な疾患 」
として統合

P34 爪郭炎

旧 爪郭炎

新 真菌性爪郭炎

旧 パロニキア

新 カンジダパロニキア

P38
➡
P37

洗浄
旧 ～、最も基本的な衛生処置。

新 ～、最も基本的な衛生措置。

P39～45
➡

P38～43
消毒法 新 最新の「 ネイルサロン衛生管理マニュアル 」の内容にあわせて刷新

P47
➡
P45

化粧品の定義及び目的
旧 薬事法

新 薬機法

P53
➡
P51

色相環図 新 暖色系、中世色系、寒色系の矢印範囲を変更

P56
➡
P54

日本人の肌の分類 
1行目

旧 ～、少し黄色みを帯びた肌色です。

新 ～、少し黄色みを帯びた色です。

P59
➡
P57

ネイルサービス中に
施術部位に異常が生じた 
場合の対応　　　　6行目

旧 医師

新 皮膚科専門医

P62
➡
P60

ネイルサロン環境の基本 新 「 5  照明 」を追加

P64～65

➡

P62

衛生基準と関連法規

旧 ～公衆衛生について定めています。
以上のことをふまえ、下記の関連法規について正しく理解しましょう。

新

～公衆衛生について定めています。
※以降の文章を変更

「 ネイルサービスを行う上で最も重要なことは、～、その他関連法規につ
いて正しく理解しましょう。 」

旧 保健衛生法規、医事法規、薬事法規、消防法

新 項目の削除と本文の追加変更文章の中で説明

旧 衛生行政の仕組みの矢印図

新 図をピラミッド図に変更
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ページ 変更箇所 変更内容

P70

➡

P66

基本的なテーブル 
セッティングの写真 新 テーブルセッティングの写真に、携帯用ポット、水を追加

下のウェットステリライ
ザーカコミのタイトル

旧 爪や皮膚に直接触れる用具は、ウェットステリライザーに入れます。

新 爪や皮膚に直接触れる用具は、必ずウェットステリライザーに入れます。

テーブルセッティングと 
用具・用材の写真 新 テーブルセッティングと用具・用材の写真がリンクするように付番表示

P71～72

➡

P67～68

用具・用材全体

旧
ネイルケアの用具・用材と使用目的
その他の用具類と使用目的
カラーリング用品と使用目的

新
3つに分類していた用具用材を、

「 基本的なネイルケア・カラーリングの用具・用材と使用目的 」として統合、
それに伴い写真の順番も変更

エメリーボード
旧 ～整えるためのやすり。

新 ～整えるための紙製や金属製のやすり※写真に金属製のエメリーボードを追加。

スポンジバッファー 新 「 スポンジバッファー 」を追加

ウッドスティック
旧 コットンを巻き付け、キューティクルのプッシュアップや～

新 コットンを巻き付け、ケアや～

メタルプッシャー
旧 キューティクルのプッシュアップに～

新 キューティクルのプッシュバック、プッシュアップに～

水入れ
旧 プッシュアップやガーゼクリーンの際に～

新 クリーンナップの際に～

ガーゼ
旧 ネイルプレート、キューティクルをクリーンナップするために使用する布。

新 クリーンナップに使用する布。

ペーパータオル
旧 ペーパータオル

新 ペーパー類

タオル
旧 テーブル上を衛生的に保ったり、拭き取りに～

新 テーブル上を衛生的に保ったり、手指の拭き取りに～

キューティクルリムーバー
または 
キューティクルクリーム

旧 キューティクルリムーバーまたはキューティクルクリーム

新 キューティクルクリームまたはキューティクルリムーバー
※キューティクルリムーバーの写真をスポイト式に変更

ブラシ
旧 ブラシ

新 ダストブラシ
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ページ 変更箇所 変更内容

P71～72

➡

P67～68

トレイ
タオル用トレイ

旧 トレイ　→　ネイル用具・用材を置くもの。
タオル用トレイ　→　ガーゼやタオルを置くもの。

新
衛生的に置くためにネイル用具・用材や、ガーゼ・タオル等を入れておくもの。
※トレイとタオル用トレイを統合

携帯用ポット（お湯）、水 新 「 携帯用ポット（お湯）、水 」を追加

プレプライマー
旧 ～除去し、カラーポリッシュの～

新 ～除去し、ベースコートの～

トップコート
旧 ～つやを消したタイプもある。

新 ～つやを消したマットタイプもある。

リッジフィラー 新 「 リッジフィラー 」を追加

ソルベント 新 「 ソルベント 」を追加

キューティクルオイル
旧 植物性油分でキューティクルとナチュラルネイルの乾燥を防ぐために使用する。

新 キューティクル周りやナチュラルネイルの乾燥を防ぎ保湿するために使用する。

P73

➡

P69

Step3　 
ポリッシュオフ

旧 ～爪表面、爪周りの～

新 ～爪表面、エッジの～

1行目
Step6　 
クリーンナップ

5行目

旧 ●キューティクルのプッシュアップ、～

新 ●キューティクルのプッシュバック、プッシュアップ、～

旧 ～ハンドリングで皮膚を傷つけないように十分注意する。

新 ～ハンドリングで安全に使用するように注意する。

P74
➡
P70

写真 8 の下、説明
旧 施術者同様、お客様の手を手の甲、手のひら、指の間、指先と消毒します。

新 施術者同様、お客様の手を消毒します。

写真 9 の下、説明
旧 同様に、もう片方の手を消毒します。

新 手の甲、手のひら、指の間、指先を消毒し、もう片方の手も消毒します。

P75

➡

P71

ポリッシュオフの説明

旧 ～落とします。皮膚やサイドラインに残らないようコットンスティックを
使って～

新 ～落とします。爪の裏やサイドウォールに残らないよう、コットンスティッ
クも使って～

写真 2a 2b の下、説明
旧 ～溶かしながらていねいに～

新 ～溶かしながら強くこすらないようにていねいに～

写真 6 の下、説明
旧 ～、サイドライン付近に残った～

新 ～、サイドウォール付近に残った～
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ページ 変更箇所 変更内容

P76
➡
P72

写真 4 の下、説明 新 「 ※バリが残っている場合は85ページ参照 」を追加

ファイリング終了
5本指の写真左、説明

旧 5本の形と長さ、バランスが揃っています。

新 ネイルベッドの長さに応じて、5本の形と長さ、バランスを揃えましょう。

P77～81

➡

P73～80

クリーンナップ 新

73～80ページの工程写真を全て撮り下ろし、それに伴い説明コメントを一新

キューティクルクリームとキューティクルリムーバーを使用した場合では
技術工程が異なるため、それぞれプロセスを分割

「 ルースキューティクルをプッシュバックする 」工程を追加

P82

➡

P81

写真 1 の下、説明
旧 ～消毒用エタノールまたはポリッシュリムーバーを含ませた～

新 ～消毒用エタノールを含ませた～

写真 2 の下、説明
旧 ベースコートをエッジに～

新 手を裏に返してベースコートをエッジに～

写真 3 の下、説明

旧 ベースコートを表面に塗ります。

新 手を表に戻してベースコートを表面に塗ります。皮膚に付着した場合は
ウッドスティックで除去します。

P83

➡

P82

写真 5a、5b、5c と説明

旧
5a5b5c　 カラーポリッシュを表面に塗ります。キューティクルラインを

揃え、サイドラインの塗り残し、表面の色ムラ等がないよに注意
して塗りましょう。

新

5a　→　5　カラーポリッシュを表面に塗ります。

5b　→　6　サイドラインの塗り残しがないように塗ります。

5c　→　7　 キューティクルライン際が揃うように、また表面の色ムラが
ないように塗ります。

新規追加
ページ
P84

カラー別 ポリッシュ 
塗り方のポイント 新 「 カラー別 ポリッシュ 塗り方のポイント 」を追加　（下図参照）

カラー別 ポリッシュ 塗り方のポイント

カラーリング

ナチュラルスキンカラー

爪の表面に凸凹がある場合
は、リッジフィラー等のベース
コートでスムーズにしておき
ましょう。

Point
1

色ムラがでやすいカラーは、爪
の大きさに合わせてブラシに
とるポリッシュの量をコントロ
ールするときれいに塗れます。

Point
2

パールホワイト

キューティクル際からフリーエ
ッジに向かってブラシを真っ
すぐ引くように動かしましょう。

Point
1

ブラシ跡が目立ちやすい色
はブラシにとるポリッシュの
量とブラシの動かし方に特に
注意しましょう。

Point
2

赤・ピンク

 1度目のポリッシュ塗布で色
ムラがでてしまっても、何度
もブラシで触らないようにし、
2度塗り目で色ムラをなくす
ように塗りましょう。

Point
1

濃いカラーは、サイドやキュー
ティクルのラインが特に目立
つので丁寧に塗りましょう。

Point
2

84
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ページ 変更箇所 変更内容

P85

エメリーボード

旧 ～グリット程度のものを用います。

新 ～グリッド（グリット）程度のものや、似た形状の金属製のエメリーボード
を用います。

エメリーボードの持ち方
旧 ～、中指の指の腹でエメリーボードの端を軽く持ちます。

新 ～、中指でエメリーボードの端を上から軽く持ちます。

エメリーボードの動かし方
説明

旧 エメリーボードを当てる角度は、ナチュラルネイルの長さ、形、厚みによっ
て45～90度の間で調整します。

新 ナチュラルネイルのエッジにエメリーボードを当てるようにします。

エメリーボードの動かし方
右の写真下、説明

旧 正しくファイリングすると、～

新 正しく安定したファイリングをすると、～

バリを取る

旧 ～、ファイルやスポンジバッファーの角、湿らせたガーゼ等で取り除きましょう。

新 ～、爪の裏からスポンジバッファーを当てて取り除くか、湿らせたガーゼで
優しく取り除きましょう。

表面のバッフィング

旧 表面のバッフィング

新 表面に凹凸がある場合

旧 ナチュラルネイルに凹凸がある場合や縦筋がある場合は、バッフィングして～

新 ナチュラルネイル表面に凹凸がある場合や縦筋がある場合は、優しくバッ
フィングして～

● ファイリングの 
チェックポイント 新 「 □左右対称 」を追加

P96 クリーンナップ 
3行目

旧 ～。正しいプッシュアップ、～

新 ～。正しいプッシュバック、プッシュアップ、～

P98 ファイルの写真下説明と 
下のカコミ

旧 グリット

新 グリッド（グリット）

P148 カラーパウダー
旧 アクリルポリマーに～

新 ポリマーに～

P149 グリット
旧 グリット

新 グリッド（グリット）

P150 ジェルクリーナー
旧 ジェルクリーナー

新 ジェルクレンザー

P154 ドライケアマニキュア
旧 ドライケアマニキュア

新 項目を削除
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ページ 変更箇所 変更内容

P155

ネイルプレート
旧 ～厚みは0.3～0.8㎜くらい。

新 ～厚みは0.3～0.8㎜で無色。

ネイルルート
旧 ～にあたる。ネイルベース。

新 ～にあたる。　※ネイルベース削除

ノンエッチング
プライマー

旧 ノンエッチングプライマー　腐食作用のないプライマー。

新 ノンアシッドプライマー　酸を含まないプライマー。

P156
プッシュアップ

旧 キューティクルを押し上げる事。

新 キューティクル際のルースキューティクルを押し上げる技法。

プッシュバック 新 「 プッシュバック 」追加

P156
➡
P157

フットトリートメント
旧 ～。トリートメントする事で、血液循環が良くなり、疲労回復を促進する。

新 ～。軽擦法や圧迫法等がある。

P157

ブラシクリーナー
旧 スカルプチュアブラシの洗浄液。

新 スカルプチュアブラシの洗浄液。3Dアート作成に使用することもある。

フレンチ
旧 ～。先端を白以外の色で塗り分けるものを「 カラーフレンチ 」と呼ぶ。

新 ～。フレンチルックとも言う。

P158

➡

P145

ポリマー
旧 ポリマー

新 「 アクリルポリマー 」に修正、145ページのア行に移動

モノマー
旧 モノマー

新 「 アクリルモノマー 」に修正、145ページのア行に移動

※この他、テキスト全体に渡って漢字、平仮名、送り仮名等を揃え、文字表記の統一を行いました。


